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線状降水帯予測の開始について 

 

 

 

 

 

近年、線状降水帯による大雨によって毎年のように甚大な被害が引き起こされてい

ます。 

このような災害を引き起こす線状降水帯の発生について、事前に予測することは困

難でしたが、気象庁では線状降水帯予測精度向上を喫緊の課題と位置づけ、産学官連

携で世界最高レベルの技術を活用し、船舶 GNSS による洋上の水蒸気観測等の観測の

強化や、大学等の研究機関とも連携した予報モデルの開発を前倒しで進めています。 

その第１歩として、気象庁では、早めの避難につなげるため、６月１日から線状降

水帯による大雨の可能性を予測し、まずは「九州北部」など大まかな地域を対象に半

日前からの情報提供を開始します。 

 

さらに、予測精度を高めるための産学官連携の取組を一層強化します。具体的には、

今年の梅雨期には、大学等の複数の研究機関と連携して線状降水帯のメカニズム解明

に向けた高密度な集中観測を実施します。また、文部科学省・理化学研究所の全面的

な協力を得て、スーパーコンピュータ「富岳」を活用して、開発中の予報モデルのリ

アルタイムシミュレーション実験を実施します。 

これらの取組を通じて、令和 11 年度には市町村単位での情報提供を目指すなど、線

状降水帯による大雨災害の防止・軽減に向けてさらなる予測精度の向上を図ってまい

ります。 

 

 

頻発する線状降水帯による大雨災害の被害軽減のため、６月１日から産学

官連携で世界最高レベルの技術を用いた線状降水帯予測を開始します。 

問合せ先 

総務部  企画課 伊藤（全般及び集中観測に関すること） 

電話 03-6758-3900（内線 2229）  

情報基盤部  情報政策課 熊谷（予報モデルに関すること） 

電話 03-6758-3900（内線 3105）  

大気海洋部  業務課 酒井（予測情報に関すること） 

電話 03-6758-3900（内線 4107）  

 



６月１日から、産学官連携で、スーパーコンピュータ「富岳」も活用し、
世界最高レベルの技術を用いた線状降水帯予測を開始します。

スーパーコンピュータ「富岳」
の活用

水蒸気観測の強化と
集中観測の実施

線状降水帯の予測を開始

線状降水帯による大雨について、
早めの避難につなげるため、たとえば、
「半日後に、九州北部で発生」といった
予測を開始。
（深夜や未明の状況を予想して、
明るいうちに避難の心構えを！）

＜令和４年度の実施内容＞

○観測機器の整備を強化・
前倒し

○産学官連携を活用し、
大学や研究機関との連携
による集中観測を実施

スーパーコンピュータ「富岳」を
活用し、開発中の予報モデルの
リアルタイムシミュレーション実験を
実施

半日前からの予測情報の提供

船舶による観測

アメダス

高層気象観測

気象レーダー

マイクロ波放射計

今後、引き続き技術開発等を進め、更なる予測精度向上を図っていく

別紙


